

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   
本
書
は
二
〇
一
六
年
に
発
刊
さ
れ
た
上
巻
と
、
二
〇
一
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
下
巻
か
ら
な
る
一
大
著
作
で
、
上
下
二
冊
合
わ
せ
る
と
一
〇
八
頁
に
及
ぶ
（
上
巻
四
六
三
頁
・
下
巻
五
四
五
頁
）。
著
者
は
こ
れ
ま
で
『
越
前
一
向
衆
の
研
究
』（
法
蔵
館
、
一
九
七
年
）
や
『
本
願
寺
教
如
の
研
究
』（
上
、
法
蔵
館
、
二
〇
四
年
・
下
、
二
〇
七
年
）
と
い
っ
た
浄
土
真
宗
の
歴
史
に
関
す
る
論
考
を
ま
と
め
て
こ
ら
れ
た
が
、
と
く
に
重
厚
な
花
押
分
析
が
特
徴
的
で
あ
る
。
本
書
に
お
い
て
も
そ
の
手
法
は
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
、
蓮
如
花
押
の
変
遷
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
も
う
ひ
と
つ
の
特
質
と
し
て
、
蓮
如
の
生
涯
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
、
多
く
の
親
し
い
弟
子
や
一
族
の
生
涯
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
蓮
如
子
弟
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
生
涯
ま
で
を
見
通
す
こ
と
は
少
な
く
、
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。
ま
た
、
本
書
の
各
章
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
新
稿
か
ら
成
っ
て
お
り
、
一
貫
し
た
視
座
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 
 
本
書
は
次
の
よ
う
な
編
目
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。 
（
上
巻
） 
第
一
章 
長
沼
浄
興
寺
と
本
願
寺 
第
二
章 
金
沢
別
院
所
蔵
の
絵
像
三
点 
第
三
章 
蓮
如
の
陸
奥
下
向
と
長
沼
浄
興
寺 
第
四
章 
巧
賢
充
て
の
蓮
如
書
状 
第
五
章 
専
修
寺
真
恵
の
坂
本
移
動
と
蓮
如 
第
六
章 
長
沢
福
田
寺
の
後
継
者
問
題
と
蓮
如 
第
七
章 
加
賀
善
性
寺
所
蔵
の
蓮
如
書
状
と
白
山
河
大
洪
水 
第
八
章 
寛
正
の
法
難
と
蓮
如
の
応
仁
譲
状 
第
九
章 
蓮
如
の
越
前
滞
在
と
吉
崎
坊
創
建 
第
十
章 
蓮
如
の
「
お
叱
り
の
御
書
」
と
加
賀
錯
乱 
第
十
一
章 
「
内
方
教
化
御
文
」
の
用
字
に
つ
い
て 
第
十
二
章 
青
野
真
慶
充
て
の
蓮
如
書
状 
（
下
巻
） 
第
十
三
章 
常
楽
寺
蓮
覚
充
て
の
蓮
如
書
状 
第
十
四
章 
光
闡
坊
蓮
慶
の
生
涯
と
蓮
如
書
状 
第
十
五
章 
充
所
欠
失
の
蓮
如
書
状
三
点 
第
十
六
章 
蓮
如
に
よ
る
山
科
本
願
寺
と
大
坂
坊
の
創
建 
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第
十
七
章 
慶
恩
坊
蓮
慶
充
て
の
蓮
如
書
状 
第
十
八
章 
長
沼
浄
興
寺
了
順
・
了
周
の
本
願
寺
修
学 
第
十
九
章 
和
田
本
覚
寺
充
て
の
蓮
如
書
状 
第
二
十
章 
浄
教
坊
充
て
の
蓮
如
書
状 
第
二
十
一
章 
蓮
如
の
生
涯
と
そ
の
花
押 
第
二
十
二
章 
書
状
と
絵
像
裏
書
の
様
式
論 
  
最
初
に
本
書
の
お
ま
か
な
構
造
を
見
て
お
こ
う
。
第
一
章
か
ら
第
二
十
章
ま
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
蓮
如
書
状
や
蓮
如
下
付
物
を
対
象
に
、
と
く
に
こ
れ
ま
で
年
代
の
判
然
と
し
な
か
っ
た
書
状
の
年
代
特
定
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
そ
し
て
第
二
十
一
章
は
、
そ
れ
ま
で
の
個
々
に
取
り
扱
っ
て
き
た
議
論
を
、
蓮
如
の
一
代
記
と
い
う
形
に
落
と
し
込
み
な
が
ら
、
花
押
の
変
化
を
整
理
す
る
と
い
う
、
ま
さ
に
総
括
と
も
い
う
べ
き
章
で
あ
り
、
全
体
で
最
も
長
編
の
論
考
と
な
る
。 
 
こ
の
よ
う
に
本
書
は
第
二
十
一
章
に
重
点
が
置
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
の
二
十
章
は
、
そ
の
基
礎
作
業
と
も
言
う
べ
き
位
置
に
あ
る
が
、
一
部
花
押
の
形
を
も
と
に
年
代
を
推
定
す
る
な
ど
相
補
的
な
部
分
も
あ
る
。以
下
、各
章
ご
と
の
内
容
を
簡
単
に
確
認
し
て
い
く
が
、
本
書
の
あ
と
が
き
で
は
、
著
者
自
ら
各
章
に
お
け
る
新
知
見
を
整
理
し
て
お
り
、
こ
ち
ら
か
ら
各
章
の
趣
旨
に
つ
い
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 
 
ま
ず
、第
一
章
は
、本
願
寺
歴
代
住
持
に
よ
る
聖
教
類
を
も
と
に
、
長
沼
浄
興
寺
の
寺
伝
に
記
さ
れ
た
系
図
の
矛
盾
を
指
摘
し
、
同
時
代
史
料
に
基
づ
い
た
新
た
な
歴
代
系
図
を
提
示
す
る
。
そ
し
て
五
点
の
存
如
書
状
を
通
し
て
、
浄
興
寺
子
弟
ら
に
よ
る
本
願
寺
修
学
の
実
態
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 
 
第
二
章
で
は
、
本
願
寺
派
金
沢
別
院
に
所
蔵
さ
れ
る
巧
如
絵
像
、
存
如
絵
像
、
蓮
如
絵
像
の
裏
書
に
注
目
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
金
沢
別
院
の
前
身
で
あ
る
尾
山
坊
に
授
け
ら
れ
た
も
の
と
指
摘
す
る
。
こ
れ
ま
で
金
沢
御
堂
（
金
沢
別
院
の
前
身
）
の
成
立
は
天
文
十
五
年
（
一
五
四
六
）
が
通
説
と
さ
れ
、
そ
れ
以
前
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
巧
如
絵
像
の
下
付
さ
れ
た
嘉
吉
三
年
（
一
四
三
）
を
、
金
沢
御
堂
の
前
身
で
あ
る
尾
山
坊
惣
道
場
の
設
置
時
期
と
評
価
す
る
。 
 
第
三
章
で
は
、
蓮
如
に
よ
る
陸
奥
下
向
の
事
実
を
示
す
三
点
の
文
書
の
年
代
に
つ
い
て
分
析
し
、
文
安
六
年
（
宝
徳
元
年
、
一
四
九
）
の
旅
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
く
。 
 
第
四
章
で
は
、
現
在
越
前
市
元
町
に
居
住
す
る
小
川
利
兵
衛
家
に
所
蔵
さ
れ
る
巧
賢
宛
蓮
如
書
状
の
発
給
背
景
と
伝
来
経
緯
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
し
て
文
書
発
給
の
背
景
と
し
て
、
巧
賢
の
兄
で
あ
る
存
如
の
病
臥
と
蓮
如
の
妻
如
了
尼
の
死
と
い
う
蓮
如
周
囲
の
混
乱
状
態
を
指
摘
す
る
。 
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第
五
章
で
は
、
専
修
寺
文
書
に
残
さ
れ
る
五
点
の
蓮
如
書
状
を
分
析
し
、
専
修
寺
真
恵
と
蓮
如
の
関
係
悪
化
の
背
景
、
及
び
蓮
如
書
状
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
近
江
坂
本
移
転
の
時
期
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
し
て
蓮
如
花
押
の
形
か
ら
、
こ
れ
ま
で
通
説
と
さ
れ
て
き
た
長
禄
三
年
（
一
四
五
九
）
移
動
説
を
否
定
し
、
康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
移
動
説
を
提
示
す
る
。 
 
第
六
章
で
は
、
寺
伝
で
語
ら
れ
る
長
沢
福
田
寺
の
歴
代
住
持
の
並
び
と
、
聖
教
類
の
記
述
か
ら
見
え
る
住
持
歴
代
の
順
番
に
矛
盾
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
聖
教
に
見
え
る
順
序
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
る
。
次
に
福
田
寺
新
住
持
の
就
任
に
関
す
る
二
点
の
蓮
如
書
状
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。 
 
第
七
章
で
は
、
金
沢
市
四
十
万
町
善
性
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
充
所
欠
如
の
蓮
如
書
状
の
発
給
年
次
に
つ
い
て
花
押
の
形
か
ら
分
析
す
る
。
そ
し
て
花
押
の
該
当
す
る
年
代
と
書
止
文
言
か
ら
、
法
慶
坊
順
誓
充
て
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。 
 
第
八
章
で
は
、
寛
正
の
法
難
の
結
果
、
蓮
如
に
代
わ
り
順
如
が
新
住
持
と
し
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
を
指
摘
す
る
吉
田
一
彦
氏
の
論
に
対
し
、
吉
田
氏
が
疑
問
視
す
る
応
仁
譲
状
が
直
ち
に
偽
文
書
と
は
考
え
に
く
い
点
、
そ
し
て
延
暦
寺
側
が
順
如
の
住
持
就
任
に
反
対
し
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
順
如
は
あ
く
ま
で
後
見
の
立
場
に
留
ま
っ
た
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
無
碍
光
宗
の
禁
圧
を
目
的
と
す
る
延
暦
寺
の
動
き
に
対
し
、
本
願
寺
擁
護
の
た
め
に
、
朝
廷
が
積
極
的
に
介
入
し
た
結
果
、
末
子
相
続
と
い
う
形
に
収
ま
っ
た
の
で
は
と
述
べ
る
。 
 
第
九
章
で
は
、
従
来
等
閑
視
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
戦
国
期
吉
崎
御
坊
そ
の
も
の
創
建
経
緯
と
、
二
度
に
わ
た
る
焼
失
と
再
建
の
経
過
に
つ
い
て
分
析
し
、
そ
の
具
体
的
な
変
遷
を
描
き
出
す
。 
 
第
十
章
で
は
、「
お
叱
り
の
御
書
」
と
呼
ば
れ
る
四
点
の
蓮
如
書
状
の
発
給
年
次
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
か
つ
て
は
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）
の
一
向
一
揆
で
、
富
樫
政
親
を
滅
ぼ
し
た
こ
と
に
よ
り
将
軍
足
利
義
尚
の
怒
り
を
買
っ
た
蓮
如
が
や
む
な
く
出
し
た
も
の
だ
と
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
北
西
弘
氏
が
花
押
形
状
の
分
析
か
ら
長
享
年
間
の
可
能
性
を
否
定
し
、
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）
の
一
向
一
揆
後
と
新
た
に
位
置
付
け
、
以
後
そ
れ
が
定
説
化
し
た
。
著
者
は
、
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）
の
一
向
一
揆
は
蓮
如
主
導
の
一
揆
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
七
年
の
可
能
性
を
否
定
し
、
文
明
五
年
に
、
幸
千
代
方
に
属
す
る
門
徒
の
動
き
を
抑
制
す
る
た
め
に
提
示
し
た
も
の
と
位
置
付
け
る
。 
 
第
十
一
章
で
は
、
蓮
如
御
文
の
中
で
も
、
女
性
教
化
に
関
わ
る
御
文
に
の
み
漢
字
・
平
仮
名
ま
じ
り
の
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
な
か
で
も
「
内
方
教
化
文
書
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ぼ
同
一
内
容
で
あ
る
四
点
の
御
文
は
、
そ
の
内
二
点
が
漢
字
・
片
仮
名
表
99 
 
第
五
章
で
は
、
専
修
寺
文
書
に
残
さ
れ
る
五
点
の
蓮
如
書
状
を
分
析
し
、
専
修
寺
真
恵
と
蓮
如
の
関
係
悪
化
の
背
景
、
及
び
蓮
如
書
状
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
近
江
坂
本
移
転
の
時
期
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
し
て
蓮
如
花
押
の
形
か
ら
、
こ
れ
ま
で
通
説
と
さ
れ
て
き
た
長
禄
三
年
（
一
四
五
九
）
移
動
説
を
否
定
し
、
康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
移
動
説
を
提
示
す
る
。 
 
第
六
章
で
は
、
寺
伝
で
語
ら
れ
る
長
沢
福
田
寺
の
歴
代
住
持
の
並
び
と
、
聖
教
類
の
記
述
か
ら
見
え
る
住
持
歴
代
の
順
番
に
矛
盾
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
聖
教
に
見
え
る
順
序
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
る
。
次
に
福
田
寺
新
住
持
の
就
任
に
関
す
る
二
点
の
蓮
如
書
状
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。 
 
第
七
章
で
は
、
金
沢
市
四
十
万
町
善
性
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
充
所
欠
如
の
蓮
如
書
状
の
発
給
年
次
に
つ
い
て
花
押
の
形
か
ら
分
析
す
る
。
そ
し
て
花
押
の
該
当
す
る
年
代
と
書
止
文
言
か
ら
、
法
慶
坊
順
誓
充
て
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。 
 
第
八
章
で
は
、
寛
正
の
法
難
の
結
果
、
蓮
如
に
代
わ
り
順
如
が
新
住
持
と
し
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
を
指
摘
す
る
吉
田
一
彦
氏
の
論
に
対
し
、
吉
田
氏
が
疑
問
視
す
る
応
仁
譲
状
が
直
ち
に
偽
文
書
と
は
考
え
に
く
い
点
、
そ
し
て
延
暦
寺
側
が
順
如
の
住
持
就
任
に
反
対
し
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
順
如
は
あ
く
ま
で
後
見
の
立
場
に
留
ま
っ
た
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
無
碍
光
宗
の
禁
圧
を
目
的
と
す
る
延
暦
寺
の
動
き
に
対
し
、
本
願
寺
擁
護
の
た
め
に
、
朝
廷
が
積
極
的
に
介
入
し
た
結
果
、
末
子
相
続
と
い
う
形
に
収
ま
っ
た
の
で
は
と
述
べ
る
。 
 
第
九
章
で
は
、
従
来
等
閑
視
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
戦
国
期
吉
崎
御
坊
そ
の
も
の
創
建
経
緯
と
、
二
度
に
わ
た
る
焼
失
と
再
建
の
経
過
に
つ
い
て
分
析
し
、
そ
の
具
体
的
な
変
遷
を
描
き
出
す
。 
 
第
十
章
で
は
、「
お
叱
り
の
御
書
」
と
呼
ば
れ
る
四
点
の
蓮
如
書
状
の
発
給
年
次
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
か
つ
て
は
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）
の
一
向
一
揆
で
、
富
樫
政
親
を
滅
ぼ
し
た
こ
と
に
よ
り
将
軍
足
利
義
尚
の
怒
り
を
買
っ
た
蓮
如
が
や
む
な
く
出
し
た
も
の
だ
と
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
北
西
弘
氏
が
花
押
形
状
の
分
析
か
ら
長
享
年
間
の
可
能
性
を
否
定
し
、
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）
の
一
向
一
揆
後
と
新
た
に
位
置
付
け
、
以
後
そ
れ
が
定
説
化
し
た
。
著
者
は
、
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）
の
一
向
一
揆
は
蓮
如
主
導
の
一
揆
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
七
年
の
可
能
性
を
否
定
し
、
文
明
五
年
に
、
幸
千
代
方
に
属
す
る
門
徒
の
動
き
を
抑
制
す
る
た
め
に
提
示
し
た
も
の
と
位
置
付
け
る
。 
 
第
十
一
章
で
は
、
蓮
如
御
文
の
中
で
も
、
女
性
教
化
に
関
わ
る
御
文
に
の
み
漢
字
・
平
仮
名
ま
じ
り
の
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
な
か
で
も
「
内
方
教
化
文
書
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ぼ
同
一
内
容
で
あ
る
四
点
の
御
文
は
、
そ
の
内
二
点
が
漢
字
・
片
仮
名
表
100 
記
で
書
か
れ
て
い
る
。
蓮
如
に
と
っ
て
片
仮
名
表
記
の
御
文
は
「
如
来
ノ
直
説
」
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
特
別
な
文
書
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
平
仮
名
表
記
の
御
文
は
美
術
品
的
要
素
が
濃
く
、
出
家
者
と
非
出
家
者
と
で
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る
。 
 
第
十
二
章
で
は
、
三
河
国
の
青
野
真
慶
に
充
て
ら
れ
た
五
点
の
文
書
の
発
給
背
景
に
つ
い
て
順
を
追
っ
て
考
察
す
る
。
蓮
如
が
太
刀
の
購
入
を
強
く
希
望
し
た
背
景
に
は
、
個
人
的
な
嗜
好
で
は
な
く
、
富
樫
氏
と
の
関
係
回
復
に
つ
な
が
る
重
要
な
意
義
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。 
 
第
十
三
章
で
は
、
蓮
如
か
ら
常
楽
寺
蓮
覚
光
信
に
充
て
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
三
点
の
文
書
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
兼
」
と
署
名
さ
れ
る
だ
け
で
花
押
が
な
い
が
、
著
者
は
い
ず
れ
も
筆
跡
か
ら
蓮
如
筆
で
間
違
い
な
い
と
判
断
し
、
そ
の
発
給
年
次
を
分
析
す
る
。 
 
第
十
四
章
で
は
、
加
賀
・
越
中
に
お
け
る
本
願
寺
進
出
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
、
蓮
如
第
七
子
で
あ
る
光
闡
坊
蓮
誓
に
つ
い
て
、
彼
が
受
領
し
た
と
思
わ
れ
る
蓮
如
書
状
十
三
点
を
通
し
て
、
そ
の
生
涯
に
つ
い
て
通
観
す
る
。 
 
第
十
五
章
で
は
、
充
所
不
明
の
三
点
の
蓮
如
書
状
の
内
容
を
分
析
し
、
い
ず
れ
も
蓮
誓
充
て
で
あ
る
と
位
置
づ
け
、
そ
の
発
給
年
次
を
明
ら
か
に
す
る
。 
 
第
十
六
章
で
は
、
山
科
本
願
寺
と
大
坂
坊
の
伽
藍
配
置
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
山
科
本
願
寺
の
伽
藍
配
置
に
関
し
て
は
草
野
顕
之
氏
が
明
ら
か
に
し
た
、
中
心
に
御
影
堂
が
あ
り
、
そ
の
南
に
阿
弥
陀
堂
が
置
か
れ
る
と
い
う
配
置
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
が
、
著
者
は
御
文
を
も
と
に
現
在
の
西
本
願
寺
の
伽
藍
配
置
（
北
に
阿
弥
陀
堂
、
南
に
御
影
堂
）
こ
そ
が
山
科
時
代
以
来
継
承
さ
れ
た
形
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
御
文
に
記
さ
れ
る
木
材
の
本
数
か
ら
、
よ
り
具
体
的
な
堂
舎
の
規
模
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 
 
第
十
七
章
で
は
、
蓮
如
に
深
く
帰
依
し
て
い
た
加
賀
の
慶
恩
坊
蓮
慶
に
つ
い
て
、
関
係
文
書
六
点
を
通
し
て
そ
の
生
涯
を
通
観
す
る
。 
 
第
十
八
章
で
は
、
長
沼
浄
興
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
、
本
願
寺
修
学
に
関
わ
る
五
点
の
蓮
如
書
状
に
注
目
し
、
そ
の
年
代
比
定
を
試
み
る
。 
 
第
十
九
章
で
は
、
和
田
本
覚
寺
充
て
蓮
如
文
書
五
点
と
実
如
文
書
一
点
の
発
給
年
次
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
し
て
本
覚
寺
蓮
光
を
中
心
と
す
る
吉
崎
御
坊
の
復
興
が
あ
り
、
蓮
如
が
そ
の
復
興
状
況
を
注
視
し
て
い
た
と
い
う
事
実
、
蓮
如
没
後
の
実
如
も
そ
う
い
っ
た
蓮
如
の
強
い
懸
念
を
受
け
、
本
覚
寺
の
動
静
に
気
を
配
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
る
。 
 
第
二
十
章
で
は
、
石
川
県
白
山
市
の
林
西
寺
（
も
と
浄
教
坊
）
と
金
沢
市
の
善
照
坊
に
残
さ
れ
た
浄
教
坊
充
て
蓮
如
書
状
の
発
給
背
景
100 
記
で
書
か
れ
て
い
る
。
蓮
如
に
と
っ
て
片
仮
名
表
記
の
御
文
は
「
如
来
ノ
直
説
」
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
特
別
な
文
書
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
平
仮
名
表
記
の
御
文
は
美
術
品
的
要
素
が
濃
く
、
出
家
者
と
非
出
家
者
と
で
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る
。 
 
第
十
二
章
で
は
、
三
河
国
の
青
野
真
慶
に
充
て
ら
れ
た
五
点
の
文
書
の
発
給
背
景
に
つ
い
て
順
を
追
っ
て
考
察
す
る
。
蓮
如
が
太
刀
の
購
入
を
強
く
希
望
し
た
背
景
に
は
、
個
人
的
な
嗜
好
で
は
な
く
、
富
樫
氏
と
の
関
係
回
復
に
つ
な
が
る
重
要
な
意
義
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。 
 
第
十
三
章
で
は
、
蓮
如
か
ら
常
楽
寺
蓮
覚
光
信
に
充
て
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
三
点
の
文
書
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
兼
」
と
署
名
さ
れ
る
だ
け
で
花
押
が
な
い
が
、
著
者
は
い
ず
れ
も
筆
跡
か
ら
蓮
如
筆
で
間
違
い
な
い
と
判
断
し
、
そ
の
発
給
年
次
を
分
析
す
る
。 
 
第
十
四
章
で
は
、
加
賀
・
越
中
に
お
け
る
本
願
寺
進
出
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
、
蓮
如
第
七
子
で
あ
る
光
闡
坊
蓮
誓
に
つ
い
て
、
彼
が
受
領
し
た
と
思
わ
れ
る
蓮
如
書
状
十
三
点
を
通
し
て
、
そ
の
生
涯
に
つ
い
て
通
観
す
る
。 
 
第
十
五
章
で
は
、
充
所
不
明
の
三
点
の
蓮
如
書
状
の
内
容
を
分
析
し
、
い
ず
れ
も
蓮
誓
充
て
で
あ
る
と
位
置
づ
け
、
そ
の
発
給
年
次
を
明
ら
か
に
す
る
。 
 
第
十
六
章
で
は
、
山
科
本
願
寺
と
大
坂
坊
の
伽
藍
配
置
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
山
科
本
願
寺
の
伽
藍
配
置
に
関
し
て
は
草
野
顕
之
氏
が
明
ら
か
に
し
た
、
中
心
に
御
影
堂
が
あ
り
、
そ
の
南
に
阿
弥
陀
堂
が
置
か
れ
る
と
い
う
配
置
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
が
、
著
者
は
御
文
を
も
と
に
現
在
の
西
本
願
寺
の
伽
藍
配
置
（
北
に
阿
弥
陀
堂
、
南
に
御
影
堂
）
こ
そ
が
山
科
時
代
以
来
継
承
さ
れ
た
形
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
御
文
に
記
さ
れ
る
木
材
の
本
数
か
ら
、
よ
り
具
体
的
な
堂
舎
の
規
模
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 
 
第
十
七
章
で
は
、
蓮
如
に
深
く
帰
依
し
て
い
た
加
賀
の
慶
恩
坊
蓮
慶
に
つ
い
て
、
関
係
文
書
六
点
を
通
し
て
そ
の
生
涯
を
通
観
す
る
。 
 
第
十
八
章
で
は
、
長
沼
浄
興
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
、
本
願
寺
修
学
に
関
わ
る
五
点
の
蓮
如
書
状
に
注
目
し
、
そ
の
年
代
比
定
を
試
み
る
。 
 
第
十
九
章
で
は
、
和
田
本
覚
寺
充
て
蓮
如
文
書
五
点
と
実
如
文
書
一
点
の
発
給
年
次
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
し
て
本
覚
寺
蓮
光
を
中
心
と
す
る
吉
崎
御
坊
の
復
興
が
あ
り
、
蓮
如
が
そ
の
復
興
状
況
を
注
視
し
て
い
た
と
い
う
事
実
、
蓮
如
没
後
の
実
如
も
そ
う
い
っ
た
蓮
如
の
強
い
懸
念
を
受
け
、
本
覚
寺
の
動
静
に
気
を
配
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
る
。 
 
第
二
十
章
で
は
、
石
川
県
白
山
市
の
林
西
寺
（
も
と
浄
教
坊
）
と
金
沢
市
の
善
照
坊
に
残
さ
れ
た
浄
教
坊
充
て
蓮
如
書
状
の
発
給
背
景
101 
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 
 
そ
し
て
、第
二
十
一
章
で
は
こ
ま
で
の
内
容
を
前
提
と
し
つ
、
蓮
如
の
生
涯
を
通
観
し
、
花
押
の
変
化
に
つ
い
て
整
理
し
て
い
く
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
蓮
如
の
生
涯
は
九
つ
に
区
分
さ
れ
、
花
押
の
変
化
は
二
十
六
に
分
類
さ
れ
る
と
い
う
。 
 
第
二
十
二
章
で
は
、
蓮
如
の
、「
本
願
寺 
蓮
如
」「
信
証
院 
蓮
如
」
な
ど
の
署
名
表
現
を
巡
り
、
文
書
な
ど
に
見
ら
れ
る
そ
の
変
化
の
時
期
区
分
を
試
み
る
。
ま
た
、
絵
像
の
裏
書
の
記
載
順
序
に
つ
い
て
、
存
如
以
前
は
、
絵
柄
に
応
じ
て
異
な
る
文
字
順
序
だ
っ
た
の
に
対
し
、
蓮
如
は
こ
れ
を
全
て
の
絵
柄
で
統
一
し
、
一
つ
の
様
式
と
し
て
確
定
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
指
摘
す
る
。 
 
以
上
全
二
十
二
章
か
ら
な
る
蓮
如
の
生
涯
に
ま
で
言
及
し
た
各
論
は
、
随
所
に
お
い
て
通
説
と
は
異
な
る
指
摘
が
な
さ
れ
て
お
り
、
今
後
学
会
等
の
場
で
検
討
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
議
論
の
深
化
が
望
ま
れ
る
。
と
く
に
蓮
如
花
押
の
編
年
化
は
こ
れ
ま
で
も
何
度
か
試
み
ら
れ
て
き
た
が
、
今
回
あ
ら
た
め
て
重
厚
な
分
析
と
と
も
に
提
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
今
後
も
新
た
に
蓮
如
裏
書
の
絵
像
や
、
蓮
如
筆
の
法
名
状
な
ど
が
見
つ
か
っ
た
際
に
、
大
い
に
参
考
に
さ
れ
、
ま
た
さ
ら
に
精
度
が
高
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
思
わ
れ
る
。 
 
最
後
に
、
本
書
の
中
で
の
先
行
研
究
の
取
り
扱
い
に
関
し
、
若
干
気
に
な
っ
た
点
が
あ
る
の
で
、
確
認
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
第
十
六
章
に
お
け
る
草
野
説
の
批
判
に
つ
い
て
だ
が
、
著
者
は
こ
の
草
野
説
の
根
拠
に
つ
い
て
、
現
在
の
東
本
願
寺
の
伽
藍
配
置
か
ら
想
定
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
る（
本
書
下
巻
、一
四
七
頁
）。
し
か
し
、
御
影
堂
・
阿
弥
陀
堂
の
南
北
関
係
に
つ
い
て
草
野
氏
は
、
少
な
く
と
も
『
真
宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
造
営
史
―
本
願
を
受
け
継
ぐ
人
々
―
』
（
一
三
一
頁
、
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
、
二
〇
一
年
）
の
中
で
、『
第
八
祖
御
物
語
空
善
聞
書
』（『
真
宗
史
料
集
成
』
第
二
巻
、
同
朋
舎
、
四
三
六
頁
）
の
「
御
ノ
リ
モ
ノ
ニ
テ
御
堂
ノ
南
ヨ
リ
阿
弥
陀
堂
ヘ
御
参
リ
ア
ル
ト
テ
」
と
い
う
一
文
を
用
い
て
説
明
し
て
い
る
。
著
者
は
こ
の
部
分
を
見
落
と
し
た
ま
議
論
を
展
開
し
て
い
る
た
め
、
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
山
科
本
願
寺
伽
藍
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
草
野
氏
以
前
に
櫻
井
敏
雄
氏
（『
浄
土
真
宗
寺
院
の
建
築
史
的
研
究
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
年
、
三
四
頁
）
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
点
も
付
言
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
第
二
十
二
章
で
は
、
絵
像
裏
書
の
読
み
方
に
関
し
て
、
金
龍
静
氏
の
説
を
踏
襲
し
て
左
か
ら
右
に
読
む
べ
き
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
著
者
は
、
金
龍
説
に
は
脊
古
真
哉
氏
ら
に
よ
る
批
判
が
あ
る
こ
と
は
紹
介
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
批
判
の
内
実
に
つ
い
て
は
と
く
に
吟
味
せ
ず
、「
突
飛
で
あ
る
」
と
い
う
表
現
に
対
し
て
の
み
、
反
論
し
て
い
る
（
本
書
下
巻
、
五
二
〇
頁
）。
脊
古
氏
ら
は
注
記
箇
所
に
て
、「
手
次
関
係
や
被
下
付
者
の
所
在
地
が
二
行
に
わ
た
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
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に
つ
い
て
考
察
す
る
。 
 
そ
し
て
、第
二
十
一
章
で
は
こ
ま
で
の
内
容
を
前
提
と
し
つ
、
蓮
如
の
生
涯
を
通
観
し
、
花
押
の
変
化
に
つ
い
て
整
理
し
て
い
く
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
蓮
如
の
生
涯
は
九
つ
に
区
分
さ
れ
、
花
押
の
変
化
は
二
十
六
に
分
類
さ
れ
る
と
い
う
。 
 
第
二
十
二
章
で
は
、
蓮
如
の
、「
本
願
寺 
蓮
如
」「
信
証
院 
蓮
如
」
な
ど
の
署
名
表
現
を
巡
り
、
文
書
な
ど
に
見
ら
れ
る
そ
の
変
化
の
時
期
区
分
を
試
み
る
。
ま
た
、
絵
像
の
裏
書
の
記
載
順
序
に
つ
い
て
、
存
如
以
前
は
、
絵
柄
に
応
じ
て
異
な
る
文
字
順
序
だ
っ
た
の
に
対
し
、
蓮
如
は
こ
れ
を
全
て
の
絵
柄
で
統
一
し
、
一
つ
の
様
式
と
し
て
確
定
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
指
摘
す
る
。 
 
以
上
全
二
十
二
章
か
ら
な
る
蓮
如
の
生
涯
に
ま
で
言
及
し
た
各
論
は
、
随
所
に
お
い
て
通
説
と
は
異
な
る
指
摘
が
な
さ
れ
て
お
り
、
今
後
学
会
等
の
場
で
検
討
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
議
論
の
深
化
が
望
ま
れ
る
。
と
く
に
蓮
如
花
押
の
編
年
化
は
こ
れ
ま
で
も
何
度
か
試
み
ら
れ
て
き
た
が
、
今
回
あ
ら
た
め
て
重
厚
な
分
析
と
と
も
に
提
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
今
後
も
新
た
に
蓮
如
裏
書
の
絵
像
や
、
蓮
如
筆
の
法
名
状
な
ど
が
見
つ
か
っ
た
際
に
、
大
い
に
参
考
に
さ
れ
、
ま
た
さ
ら
に
精
度
が
高
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
思
わ
れ
る
。 
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に
、
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書
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の
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取
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述
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の
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、
少
な
く
と
も
『
真
宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
造
営
史
―
本
願
を
受
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―
』
（
一
三
一
頁
、
真
宗
大
谷
派
宗
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所
、
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〇
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年
）
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で
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書
』（『
真
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成
』
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巻
、
同
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、
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の
「
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モ
ノ
ニ
テ
御
堂
ノ
南
ヨ
リ
阿
弥
陀
堂
ヘ
御
参
リ
ア
ル
ト
テ
」
と
い
う
一
文
を
用
い
て
説
明
し
て
い
る
。
著
者
は
こ
の
部
分
を
見
落
と
し
た
ま
議
論
を
展
開
し
て
い
る
た
め
、
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
山
科
本
願
寺
伽
藍
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
草
野
氏
以
前
に
櫻
井
敏
雄
氏
（『
浄
土
真
宗
寺
院
の
建
築
史
的
研
究
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
年
、
三
四
頁
）
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
点
も
付
言
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
第
二
十
二
章
で
は
、
絵
像
裏
書
の
読
み
方
に
関
し
て
、
金
龍
静
氏
の
説
を
踏
襲
し
て
左
か
ら
右
に
読
む
べ
き
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
著
者
は
、
金
龍
説
に
は
脊
古
真
哉
氏
ら
に
よ
る
批
判
が
あ
る
こ
と
は
紹
介
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
批
判
の
内
実
に
つ
い
て
は
と
く
に
吟
味
せ
ず
、「
突
飛
で
あ
る
」
と
い
う
表
現
に
対
し
て
の
み
、
反
論
し
て
い
る
（
本
書
下
巻
、
五
二
〇
頁
）。
脊
古
氏
ら
は
注
記
箇
所
に
て
、「
手
次
関
係
や
被
下
付
者
の
所
在
地
が
二
行
に
わ
た
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
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場
合
は
ど
の
よ
う
に
読
む
の
で
あ
ろ
う
か
。
存
如
裏
書
は
ど
の
よ
う
に
読
む
の
で
あ
ろ
う
か
。『
存
覚
袖
日
記
』
に
見
え
る
裏
書
は
ど
の
よ
う
に
読
む
の
で
あ
ろ
う
か
」（『
蓮
如
方
便
法
身
尊
像
の
研
究
』
一
九
四
～
一
九
五
頁
、
法
蔵
館
、
二
〇
三
年
）
と
具
体
的
な
疑
問
点
を
挙
げ
て
い
る
。
著
者
が
金
龍
説
を
踏
襲
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
疑
問
に
こ
そ
答
え
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
 
以
上
、
筆
者
の
読
解
力
・
表
現
力
不
足
か
ら
十
分
に
本
書
の
魅
力
を
伝
え
き
れ
て
い
な
い
部
分
も
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
ご
容
赦
を
い
た
だ
き
た
い
。著
者
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
期
待
す
る
と
も
に
、
稚
拙
な
紹
介
を
終
え
る
こ
と
し
た
い
。 
 
（
お
い
ず
み
・
り
ょ
う 
大
谷
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
） 
（
Ａ
５
判
、
上
・
四
六
三
頁
、
下
・
五
四
五
頁
、
上
・
一
〇
〇
円
、
下
・
一
三
〇
〇
円
、
法
蔵
館
、
上
・
二
〇
一
六
年
、
下
・
二
〇
一
八
年
） 
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場
合
は
ど
の
よ
う
に
読
む
の
で
あ
ろ
う
か
。
存
如
裏
書
は
ど
の
よ
う
に
読
む
の
で
あ
ろ
う
か
。『
存
覚
袖
日
記
』
に
見
え
る
裏
書
は
ど
の
よ
う
に
読
む
の
で
あ
ろ
う
か
」（『
蓮
如
方
便
法
身
尊
像
の
研
究
』
一
九
四
～
一
九
五
頁
、
法
蔵
館
、
二
〇
三
年
）
と
具
体
的
な
疑
問
点
を
挙
げ
て
い
る
。
著
者
が
金
龍
説
を
踏
襲
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
疑
問
に
こ
そ
答
え
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
 
以
上
、
筆
者
の
読
解
力
・
表
現
力
不
足
か
ら
十
分
に
本
書
の
魅
力
を
伝
え
き
れ
て
い
な
い
部
分
も
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
ご
容
赦
を
い
た
だ
き
た
い
。著
者
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
期
待
す
る
と
も
に
、
稚
拙
な
紹
介
を
終
え
る
こ
と
し
た
い
。 
 
（
お
い
ず
み
・
り
ょ
う 
大
谷
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
） 
（
Ａ
５
判
、
上
・
四
六
三
頁
、
下
・
五
四
五
頁
、
上
・
一
〇
〇
円
、
下
・
一
三
〇
〇
円
、
法
蔵
館
、
上
・
二
〇
一
六
年
、
下
・
二
〇
一
八
年
） 
 
